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1＜枝幸町地域公共交通計画について＞
令和７年11月28日（金）

第２回 枝幸町地域公共交通活性化協議会枝幸町
１ 枝幸町地域公共交通計画の策定について

枝幸町地域公共交通計画の策定について

 令和元年度に枝幸町地域公共交通網形成計画を策定し、総合戦略との整合を図るため、令和６年３月に本計画の計画期間を延長し、今年度
は計画推進期間の最終年度（７年目）

 計画策定から６年が経過し、計画策定当時に抽出した課題から変化が生じていることが想定

 また、他のまちづくり計画（都市計画マスタープランや総合戦略など）も更新を迎えており、まちづくりの変化に対応した施策内容の
見直し・検討が必要となっている

 加えて、国土交通省から「交通空白解消に向けた地域公共交通計画等のアップデート」が求められており、利便性・生産性・持続可能性を高

めた枝幸町地域公共交通計画の実質化が必要となっている

 一方で、一からの作成ではなく、現在の交通計画からの引用も踏まえつつ、変更・追加が必要な箇所を反映した計画書の更新を想定

枝幸町地域公共交通計画の構成（案）

対応方針想定される記載事項

• 既往データ、アンケート調査結果等から洗い出し
• 現行計画からの引用を想定
• 現行計画からの引用を想定

• 課題の洗い出しの結果
• 地域交通が目指す姿
• 計画目標

基本的な方針

• 枝幸町全域を想定
• 令和8（2026）年度～令和12（2030）年度を想定

• 計画区域
• 計画期間

計画区域・計画期間

• 現行計画からの一部見直しを検討• 施策の内容・実施主体・実施スケジュール施策・事業

• 現行計画を参考に設定を想定• KPI、目標値KPI

• 現行計画を参考に設定を想定• 評価体制・評価スケジュールPDCAスケジュール



2＜枝幸町地域公共交通計画について＞
令和７年11月28日（金）

第２回 枝幸町地域公共交通活性化協議会枝幸町
１ 枝幸町地域公共交通計画の策定について

国の示す地域公共交通計画の基本構成（例）

 交通計画の実質的な部分を本体とし、30ページ程度に整理するように求められています
 本体の内容の裏付けとなる各種データ等は、参考資料として整理することが求められています

出典：地域公共交通計画の「アップデートガイダンスVer1.0」（国土交通省総合政策局地域交通課）



3＜枝幸町地域公共交通計画について＞
令和７年11月28日（金）

第２回 枝幸町地域公共交通活性化協議会枝幸町
２ 基本方針、基本的方向性及び施策内容の精査について

基本方針、基本的方向性及び施策内容への対応方針（案）

 現状の交通計画に記載の基本方針、基本的方向性及び施策内容について、以下の策定方針（案）を検討

策定方針（案）

【端的かつ分かりやすいものへ再整理を検討】

 現行の基本方針では、「町民の生活に必要な交通手段を確保し、持続的な運行体制を
構築する」ことを掲げており、これは交通の維持を第一に考えるものであり、枝幸町
の地域事情に即した内容と考えています。

 しかし、近年の人口減少や高齢化、運転者不足などにより、“維持”だけでなく、
“どのように続けていくか”を考える段階に移っています。

 「行ける」：町民が必要なときに、必要な場所へ出かけられる。通院・買い物・学校
など、日々の暮らしを支える“行ける安心”を大切にします。

 「つながる」：地域の人や場所、生活の動きが途切れない。移動を通じて、町の中の
関係や暮らしのつながりを守ります。

 「続けられる」：運行する人も利用する人も、無理なく関われる交通に。町民・事業
者・行政が力を合わせ、長く続けられる仕組みを築きます。

基本方針：「行ける」「つながる」「続けられ
る」移動を、枝幸で。

【端的かつ分かりやすいものへ再整理を検討】

 現行の基本的方向性から、町内移動、町外移動、利用促進等、の順番に変更します。

 基本方針の「行ける」「つながる」「続けられる」を主軸に、端的かつ分かりやすい
内容へ変更します。

基本的方向性：
１ 町内の「行ける」「つながる」を守り、暮
らしに合った交通を支えます。

２ 町外とのつながりを支え、地域交通でも
「行ける」「つながる」体制を支えます。

３ 誰もが分かりやすく使いやすい交通環境を
整え、安心して使えるようにします。



4＜枝幸町地域公共交通計画について＞
令和７年11月28日（金）

第２回 枝幸町地域公共交通活性化協議会枝幸町
２ 基本方針、基本的方向性及び施策内容の精査について

基本方針、基本的方向性及び施策内容への対応方針（案）

 現状の交通計画に記載の基本方針、基本的方向性及び施策内容について、以下の策定方針（案）を検討

策定方針（案）

【端的かつ分かりやすいものへ再整理を検討】

 現行計画では、「公共交通の空白時間帯や空白地域を補完する新たな公共交通体系の構
築」として、新しい交通の導入を前提とした表現となっていますが、枝幸町の現状を改
めてみると、町民の多くは自家用車を主な移動手段としており、公共交通の利用は限ら
れています。

 そのため、今後の方向性としては、新しい交通を増やすよりも、今ある交通を活かしな
がら、暮らしに合った形で支えていくことが重要と認識しています。

 このため、方向性の表現を「町内の『行ける』『つながる』を守り、暮らしに合った交
通を支えます。」とし、「新しい交通体系を構築する」から「地域の交通を支える」へ
と、現実的で持続可能な方向に整理しました。これにより、町民の暮らしを支える交通
を“無理なく続ける”姿勢を明確にしています。

基本的方向性１ 町内の「行ける」「つながる」を
守り、暮らしに合った交通を支えます。

策定方針（案）施策名新旧

【より実態に即した内容への変更を検討】

 現行の施策からすでに導入されている状況にあるため、⑤・⑥を統合し、今後は、実施
している交通をどう支え、続けるかを主題として、継続・見直しを一体で進めることが
必要です。

 そのため、２施策を統合し、持続的な運行支援に焦点をあてました。

地域交通の運行継続と暮らしに合った見直し①⑤

【他の施策との統合（＝施策の削除）】
雄武線から内陸部に散在する公共交通空白地

域におけるフィーダー交通の検討
-⑥

【より実態に即した内容への変更を検討】

 現行の⑦「新たな公共交通の検討」ではなく、既存のバス路線を活かして連携する視点
に改めました。地域の移動実態に即し、今ある路線と新しい仕組みをうまく組み合わせ
て、町内移動のつながりを守る方針です。

既存路線を活かした地域内連携の強化②⑦



5＜枝幸町地域公共交通計画について＞
令和７年11月28日（金）

第２回 枝幸町地域公共交通活性化協議会枝幸町
２ 基本方針、基本的方向性及び施策内容の精査について

基本方針、基本的方向性及び施策内容への対応方針（案）

 現状の交通計画に記載の基本方針、基本的方向性及び施策内容について、以下の策定方針（案）を検討

策定方針（案）

【端的かつ分かりやすいものへ再整理を検討】

 自家用車での移動が中心となるなかでも、町外とのアクセスや地域交通を暮らしの支
えとして大切にし、町民が安心して移動できる環境を守ります。

 都市間バスなどの広域交通については、関係機関や沿線自治体と連携しながら、安定
した運行の継続を支援します。

 また、町内の地域交通とも連携し、移動のつながりを保てる体制を整えていきます。

基本的方向性２ 町外とのつながりを支え、地域交
通でも「行ける」「つながる」体制を支えます。

策定方針（案）施策名新旧

【より実態に即した内容への変更を検討】

 広域移動（枝幸―札幌・旭川など）を支える唯一の公共交通機関に対し、自治体とし
て “安定運行を支える立場”として関与する。町外連携の基軸となる施策です。

 自治体単独で運行回数やダイヤを調整できない現状を踏まえ、「見直し」から「支
援・連携」型施策へ転換します。

 町民の移動確保に欠かせない交通手段として、町が果たす支援的役割を明確化すると
ともに、沿線自治体との協力を前提に、持続的な広域アクセスの確保を図る方向へ整
理します。

都市間バスの安定運行に向けた支援と連携の
推進

③①

【現行計画から大幅な変更なし】

 既に機能している枝幸バスターミナルを中心に、「町外アクセス」と「町内交通」を
つなぐ要として活用を継続することを主眼とした施策です。

 交通事業者との情報共有や運行調整により、利用者視点での「行きやすさ」「乗りや
すさ」を確保します。

町外交通と地域交通のつながりの維持・強化④②



6＜枝幸町地域公共交通計画について＞
令和７年11月28日（金）

第２回 枝幸町地域公共交通活性化協議会枝幸町
２ 基本方針、基本的方向性及び施策内容の精査について

基本方針、基本的方向性及び施策内容への対応方針（案）

 現状の交通計画に記載の基本方針、基本的方向性及び施策内容について、以下の策定方針（案）を検討

策定方針（案）施策名新旧

【現行計画から大幅な変更なし】

 市街地と周辺地区を結ぶ路線を「町単独で抱え込む路線」ではなく、「近隣と協力し
て支える広域交通」として整理し、単なるダイヤ見直しではなく、地域間の協働によ
り持続的な体制を検討する枠組みを位置づける施策です。

 既存文の「効率的・効果的な再編」表現を、“支え合い・連携”を軸とする現実的な
方針へ転換します。

 近隣自治体との連携を前提に、枝幸単独の負担を軽減しつつ、必要な移動を守る方向
へ整理します。

 町民の通院・通学・買い物など、生活圏の広がりを考慮した路線維持の視点を反映し
ます。

市街地と周辺地区を結ぶ路線の持続的な運行
と近隣自治体との協働推進

⑤③

【本施策の要素を各施策に展開（＝施策の削除）】

 町民の生活移動を支えるという点で非常に重要な内容ですが、その要素は既に他の施
策の中に重複して含まれています。

 そのため、施策④を独立して掲げるよりも、生活支援的な観点を他の施策に分散して
反映する方が、より実態に合った整理とし、重複をなくしてわかりやすく・実行しや
すい施策体系に整えます。

高齢社会に対応したバス路線による通院支援-④



7＜枝幸町地域公共交通計画について＞
令和７年11月28日（金）

第２回 枝幸町地域公共交通活性化協議会枝幸町
２ 基本方針、基本的方向性及び施策内容の精査について

基本方針、基本的方向性及び施策内容への対応方針（案）

 現状の交通計画に記載の基本方針、基本的方向性及び施策内容について、以下の策定方針（案）を検討

策定方針（案）

【端的かつ分かりやすいものへ再整理を検討】

 現行計画では、「公共交通の空白時間帯や空白地域を補完する新たな公共交通体系の
構築」として、新しい交通の導入を前提とした表現となっていますが、枝幸町の現状
を改めてみると、町民の多くは自家用車を主な移動手段としており、公共交通の利用
は限られています。

 そのため、今後の方向性としては、新しい交通を増やすよりも、今ある交通を活かし
ながら、暮らしに合った形で支えていくことが重要と認識しています。

 このため、方向性の表現を「町内の『行ける』『つながる』を守り、暮らしに合った
交通を支えます。」とし、「新しい交通体系を構築する」から「地域の交通を支え
る」へと、現実的で持続可能な方向に整理しました。これにより、町民の暮らしを支
える交通を“無理なく続ける”姿勢を明確にしています。

基本的方向性３ 誰もが分かりやすく使いやすい交
通環境を整え、安心して使えるようにします。

策定方針（案）施策名新旧

【他の施策との統合（＝施策の削除）】

 方向性２の施策⑤と統合し、今後は継続的な運行支援の枠組みの中で扱います。

歌登線と三笠線の統合による効率的な運行の

実現など、移動実態に即した町内の公共交通
サービスを検討

-⑧

【本施策の要素を各施策に展開（＝施策の削除）】
利便性に配慮したパターンダイヤ化 、運賃体
系の見直し、乗継の効率化などによる質の高
い町内全体の公共交通サービスの実現

-⑨

【より実態に即した内容への変更を検討】

 町民アンケートで課題が多かった「情報のわかりづらさ」への対応施策です。現行
⑩・⑪を統合し、紙とデジタルの両面で情報を分かりやすく伝え、利用のきっかけを
広げます。

分かりやすい情報提供と利用促進⑥⑩

【他の施策との統合（＝施策の削除）】ＥＯＳチャンネル等の活用による情報発信-⑪
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令和７年11月28日（金）

第２回 枝幸町地域公共交通活性化協議会枝幸町
２ 基本方針、基本的方向性及び施策内容の精査について

基本方針、基本的方向性及び施策内容への対応方針（案）

 現状の交通計画に記載の基本方針、基本的方向性及び施策内容について、以下の策定方針（案）を検討

策定方針（案）施策名新旧

【より実態に即した内容への変更を検討】

 現行の⑫・⑬を整理し、地域との関わりを通じて交通を支える姿勢を強調します。町
民が“関わりながら使う”交通環境を意識しています。

交通を身近に感じられる地域づくり⑦⑫

【他の施策との統合（＝施策の削除）】
既存の施設等の空きスペースを活用した待合

機能の創出
-⑬


